
3月 定例会
３月４日招集され、３月２８日まで開催されました。
議案は、単行議案１４件、補正予算７件および当初予算１０件でした。
集中審議をおこない、すべて可決しました。
一般質問は、７議員が町政全般を問いただしました。

中中
学学
三三
年年
生生
まま
でで

医医
療療
費費
がが
無無
料料

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
のののののののののののののののののののの

概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ
せ
て
、

２
０
９
億
４
９
２
６
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
１.９

％
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
総
額
１
３
３

億
５
８
０
０
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
７.８
％
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
総
額
は
、
６４
億

１
８
２
９
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
１７
・
４
％
減
少
し
、
企
業
会

計
は
、
１.８
％
減
少
と
な
り
ま
し

た
。な

お
、
今
年
度
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
が
創
設
さ

れ
、
当
初
予
算
額
は
２
億
４
７

２
３
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

町町
民民
税税
はは
、、
納納
税税
義義
務務
者者
のの

増増
加加
、、
自自
動動
車車
関関
連連
企企
業業
等等
のの

好好
調調
維維
持持
でで
、、
９９００
億億
８８
１１
００
万万

円円
（（
前前
年年
度度
比比
１１..６６
％％
増増
））
がが
計計

上上
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
まま
たた
、、
給給
食食

セセ
ンン
タタ
ーー
移移
転転
改改
築築
なな
どど
でで
、、

８８
億億
９９
００
００
００
万万
円円
のの
借借
りり
入入

れれ
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

普普
通通
建建
設設
事事
業業
とと
しし
てて
、、
給給

食食
セセ
ンン
タタ
ーー
移移
転転
改改
築築
、、
幸幸
田田

小小
学学
校校
校校
舎舎
増増
築築
工工
事事
、、
道道
のの

駅駅
建建
設設
工工
事事
、、
道道
路路
新新
設設
改改
良良

事事
業業
（（
野野
場場
横横
落落
線線
ほほ
かか
））
子子

育育
てて
支支
援援
事事
業業
とと
しし
てて
、、
中中
学学

校校
３３
年年
生生
まま
でで
のの
医医
療療
費費
無無
料料

化化
にに
とと
もも
なな
うう
費費
用用
なな
どど
がが
計計

上上
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

44月月かか
らら

ススタターー
トト

子どもたちが健やかに育つまちに

子育て
支援
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●
給
食
セ
ン
タ
ー
の

移
転
改
築

１１
億
円

（
平
成
２０
・
２１
年
度
で

計
１４
億
円
）

旧
菱
池
保
育
園
跡
地
に
建
設

５
０
０
０
食
／
日調

理
能
力

来
年
９
月
開
設
予
定

●
幸
田
小
学
校
増
築

２
億
１
０
０
０
万
円

２
棟
３
階
建
・
６
教
室

教
室
不
足
を
解
消

●
道
の
駅
建
設

１
億
４
３
３
１
万
円

国
道
２３
号
岡
崎
バ
イ
パ
ス
桐

山
地
内

地
域
振
興
施
設
（
レ
ス
ト
ラ

ン
・
産
直
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）新新ししいい事事業業ををピピッッククアアッッププ

事業名 予算額
消防水槽付ポンプ車の更新費 ４，３４８万円
AED２１台設置※
（体育館等１１台、保育園等１０台）

９７０万円

不審者対策緊急メール配信 ３８万円
第２授産所用地購入費 ２，８００万円
（仮）子ども権利条例策定費 ３３４万円
放課後子ども教室運営費 １，３５１万円
日本語指導教員の配置経費 １７４万円
高校生などへの奨学金支給 １２０万円
施設園芸農家への原油高騰対策支援 ５０万円
男女共同参画プラン策定費 ５００万円
新駅にかかる一部負担金 １，０００万円

※AEDとは
心肺停止患者に電気ショックを与える救命処置機器
一般の人でも使えるようになった。

各会計の当初予算額と採決状況 （▲減）
採決の状況

反対２・賛成１３で可決

全員賛成で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

全員賛成で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

前年度比（％）

７．８

８．８

▲１．１

▲８６．４

皆 増

３．２

８．７

１．４

１．４

０．２

▲４．３

▲１．９

予算額

１３３億５，８００万円

４億９，０１１万円

２６億１，５００万円

２億６，６５０万円

２億４，７２３万円

１１億４，７５８万円

２億７，３８１万円

３億７，２５８万円

１０億 ５４９万円

６億８，８９４万円

４億８，４０２万円

２０９億４，９２６万円

会計区分

一 般 会 計

土 地 取 得

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

幸田駅前土地区画整理事業

農 業 集 落 排 水 事 業

下 水 道 事 業

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

合 計

特別会計

水道事業

会 計

道の駅イメージ図

学校給食センターのイメージ図
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放放
課課
後後
子子
どど
もも
教教
室室

はは
じじ
まま
るる

Q
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
規

模
は
。

A
荻
谷
小
学
校
で
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
実
施
。
定
員
は
３０

人
だ
が
、
最
大
４０
人
ま
で
を

想
定
し
て
い
る
。
対
象
は
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
。

Q
指
導
員
の
体
制
は
。

A
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
校

長
の
Ｏ
Ｂ
）
と
指
導
員
４
人

で
運
営
す
る
。

Q
手
数
料
を
３
５
０
０
円
と

し
た
理
由
は
。

A
児
童
ク
ラ
ブ
の
手
数
料
と

同
じ
に
し
た
。

Q
不
審
者
対
策
の
一
つ
で
あ

る
緊
急
メ
ー
ル
配
信
は
、
ど

う
い
う
も
の
か
。

A
６
月
か
ら
配
信
を
実
施
す

る
。
学
校
↓
登
録
さ
れ
た
保

護
者
へ
と
連
絡
す
る
。

Q
中
学
校
の
海
外
派
遣
は
必

要
か
。

A
現
状
で
い
く
。
視
野
を
広

げ
裾
野
を
広
く
で
き
る
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
。

消消
防防
のの
広広
域域
化化

Q
県
に
対
し
て
「
消
防
広
域

化
に
異
存
な
し
」
と
回
答
し

た
の
か
。

A
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る

に
は
、
１
自
治
体
で
は
極
め

て
難
し
い
。

最
終
調
整
で
、
幸
田
町
は

岡
崎
市
と
の
枠
組
み
に
な
っ

た
。

Q
広
域
化
は
、
初
動
体
制
の

遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

A
通
信
指
令
で
適
切
に
対
応

す
る
の
で
問
題
は
な
い
。

Q
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動

が
見
え
な
い
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

A
消
防
団
と
連
携
し
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
研
修
、
炊
き
出
し
訓
練
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
訪

問
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

Q
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

A
自
主
防
災
会
と
の
連
携
を

検
討
す
る
。

第第
22
授授
産産
所所
用用
地地
購購
入入

Q
第
２
授
産
所
の
場
所
、
定

員
は
。

A
現
在
の
授
産
所
の
と
な
り

に
２０
人
〜
３０
人
規
模
の
拡
張

を
予
定
し
て
い
る
。

Q
３
人
目
か
ら
の
保
育
料
の

無
料
化
を
。

A
恒
常
的
な
支
出
と
な
る
。

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

Q
食
育
・
地
産
地
消
の
進
め

方
は
。

A
生
産
品
目
が
少
な
い
の
で

む
ず
か
し
い
が
、
食
育
基
本

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

Q
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
を
対

象
に
し
た
特
定
健
診
は
、
ど

の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

A
住
民
健
診
の
な
か
で
実
施

す
る
が
、
来
年
度
以
降
は
保

険
者
責
任
に
な
っ
て
い
く
。

新年度予算審議から
平成２０年度予算案は、予算特別委員会に付託され、
２日間にわたり慎重審議の結果可決しました。

荻谷小学校ではじまった放課後子ども教室

4● 平成20年5月1日



討
論
討
論

後後
期期
高高
齢齢
者者

医医
療療
制制
度度ははじじ

まま
るる

Q
対
象
人
数
は
。

A
２
８
０
０
人
で
、
内
８
割

が
年
金
受
給
者
で
あ
る
。

Q
新
規
制
度
で
あ
る
。
取
り

組
み
内
容
は
。

A
冊
子
配
布
に
よ
り
理
解
を

い
た
だ
く
。

Q
冊
子
だ
け
で
は
住
民
に
分

か
る
か
。

A
親
切
な
対
応
を
し
た
い
。

Q
未
納
１
年
で
資
格
証
発
行

と
す
る
の
か
。

A
な
る
べ
く
発
行
し
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
支
払
困
難
者

に
は
、
軽
減
措
置
も
あ
る
。

事
業
主
体
が
県
広
域
連
合
で

あ
る
こ
と
を
理
解
願
い
た
い
。

反反

対対
伊
藤
宗
次
議
員

予
算
の
大
要
と
施
政
方
針

は
「
躍
進
・
幸
田
」
に
示
さ

れ
、
街
づ
く
り
の
礎
は
、
開

発
優
先
な
り
を
正
当
化
す
る

も
の
。

相
見
区
画
整
理
組
合
に
毎

年
２
億
円
補
助
は
、
組
合
幹

部
の
自
己
決
定
を
あ
い
ま
い

に
す
る
。

Ｊ
Ｒ
新
駅
４０
憶
円
は
住
民

合
意
も
な
く
、
突
っ
走
り
だ
。

子
育
て
支
援
で
、
３
人
目

か
ら
保
育
料
無
料
に
。
妊
婦

健
診
を
１４
回
に
拡
大
を
。

税
制
に
矛
盾
を
持
つ
都
市

計
画
税
の
廃
止
。

大
企
業
に
適
正
課
税
適
用

で
、
年
３
億
円
以
上
の
財
源

確
保
を
。

開
発
優
先
か
ら
、
住
民
の

暮
ら
し
第
一
に
軸
足
を
置
く

町
政
に
転
換
を
。

賛賛

成成
内
田

等
議
員

歳
入
で
は
地
方
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
不
透
明
で
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
新
住

民
の
定
着
や
、
企
業
の
業
績

好
調
の
持
続
を
見
込
ま
れ
た

積
極
的
な
予
算
を
評
価
す
る
。

歳
出
で
は
幸
田
駅
前
再
開

発
・
新
駅
の
誘
致
、
道
の
駅

に
地
域
振
興
施
設
の
建
設
、

子
ど
も
医
療
費
中
学
校
卒
業

ま
で
無
料
化
、
幸
田
小
学
校

校
舎
増
築
、
給
食
セ
ン
タ
ー

移
転
改
築
、
環
境
、
安
全
、

健
康
福
祉
、
産
業
、
文
化
等

バ
ラ
ン
ス
良
く
お
り
こ
ま
れ
、

住
ん
で
良
か
っ
た
町
、
住
み

た
く
な
る
町
へ
の
思
い
が
叶

う
予
算
で
あ
る
こ
と
を
確
信

し
賛
成
の
立
場
を
明
確
に
す

る
。

75歳
以上

桜の下でお花見会

平成20年5月1日 ●5
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地
域
安
全

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

設
置
さ
れ
る

警
察
Ｏ
Ｂ
が
常
駐
し
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
。Q

業
務
時
間
、
運
営
体
制
は
。

A
開
業
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
と
し
、
青
色
回

転
灯
の
白
黒
の
車
で
全
町
内

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
国
民
の

祝
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
な

ど
は
休
業
す
る
。

Q
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
関
わ
り
は
。

A
団
体
の
相
談
を
受
け
る
。

交
通
安
全
、
防
犯
週
間
に
は

一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

葬
祭
費
が

5
万
円
に

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

で
、
葬
祭
費
の
支
給
を
１０
万
円

か
ら
５
万
円
に
引
き
下
げ
る
。

Q
引
き
下
げ
の
理
由
は
。

A
平
成
１８
年
健
康
保
険
法
の

改
正
で
、
５
万
円
に
な
り
多

く
の
市
町
村
は
改
正
し
て
い

る
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

も
５
万
円
で
あ
り
同
じ
と
し

た
。（反

対
２
賛
成
１３
で
可
決
）

奨
学
金

月
額
5
0
0
0
円

高
校
在
学
中
で
経
済
的
に
就

学
が
困
難
な
者
に
、
月
額
５
０

０
０
円
を
支
給
す
る
。

Q
支
給
回
数
は
何
回
か
。

A
４
月
分
か
ら
９
月
分
を
８

月
に
、
１０
月
分
か
ら
３
月
分

を
１０
月
に
、
年
２
回
振
り
込

む
。

Q
審
査
委
員
の
人
選
は
ど
う

す
る
の
か
。

A
小
中
学
校
長
、
民
生
委
員
、

高
等
学
校
長
で
６
人
を
予
定

し
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る

条
例
制
定

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

は
町
が
徴
収
す
る
。

Q
普
通
徴
収
の
保
険
料
の
納

付
期
限
を
７
月
か
ら
２
月
の

８
期
ま
で
と
し
た
理
由
は
。

A
前
年
度
の
所
得
が
６
月
に

確
定
す
る
た
め
。

Q
６５
歳
以
上
、
７４
歳
未
満
の

障
害
者
は
選
択
制
で
あ
る
が
、

本
人
へ
の
説
明
は
。

A
個
別
に
案
内
を
し
、
了
解

を
得
て
、
全
員
が
申
請
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
反
対
２
賛
成
１３
で
可
決
）

待
望
の

深
溝
運
動
公
園
が

で
き
る

わ
ん
ぱ
く
広
場
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
２
面
、
散
策
道
（
つ

ば
き
の
小
道
）
な
ど
、
新
設
さ

れ
た
。

Q
運
動
場
の
使
用
料
は
。

A
一
面
に
つ
き
１
０
０
０
円
。

Q
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
利
用

開
始
は
。

A
平
成
２０
年
９
月
１
日
か
ら

で
、
予
約
は
平
成
２０
年
８
月

１
日
か
ら
で
き
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

条条条例例例改改改正正正

3月議会では、地域安全ステー
ションの設置条例を含む14議案
を審議し、可決しました。
主なものをお知らせします。

待ちに待った深溝運動公園

交通事故に気をつけて

つばきの小道に植樹

6● 平成20年5月1日



会
計
年
度
も
終
り
に
近
づ
き
、
予
算
の
追
加
や
減
額
な
ど

一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
７
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。一

般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
１
億
円
、
公
共
駐
車
場
使
用

料
２
７
０
万
円
、
諸
収
入
１
０
３
５
万
円
、
中
央
・
深
溝
小

学
校
、
幸
田
中
学
校
校
舎
地
震
補
強
事
業
の
借
り
入
れ
３
６

０
０
万
円
の
増
額
の
ほ
か
、
国
・
県
支
出
金
の
増
減
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
河
川
改
修
費
９０
万
円
、
防
災
施
設
費
８１
万
円
、

都
市
施
設
整
備
基
金
積
立
金
３
億
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
５
４
９
万
円
の
増
額
。
児
童
福
祉
費
６
７
０
０
万
円
は
じ

め
各
事
業
の
減
額
な
ど
最
終
見
込
み
に
よ
る
調
整
が
お
こ
な

わ
れ
、
特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
・
繰
り
出
し
が
主
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
会
計
の
保
険
給
付
費
１

億
８
５
０
万
円
な
ど
の
増
額
。
下
水
道
事
業
会
計
の
下
水
道

事
業
費
３
８
７
０
万
円
の
減
額
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
会
計
と
も
予
算
の
調
整
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

審審議議さされれたた他他のの議議案案
●幸田町職員の公益法人等への派遣に関す
る条例の一部改正について

（全員賛成で可決）

●幸田町職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部改正について

（全員賛成で可決）

●幸田町職員の育児休暇等に関する条例及
び幸田町職員の給与に関する条例の一部
改正について

（全員賛成で可決）

●幸田町職員の自己啓発等休業に関する条
例の制定について

（全員賛成で可決）

●幸田町企業職員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部改正について

（全員賛成で可決）

●幸田町介護保険条例の一部改正する条例
の一部改正について

（反対2賛成13で可決）

●幸田町手数料徴収条例の一部改正につい
て

（全員賛成で可決）

●幸田町地区計画の区域内における建築物
制限条例の一部改正について

（全員賛成で可決）

●町道路線の認定及び廃止について
（全員賛成で可決）

補正後の額

１２９億７，３０５万円

４億８，８３０万円

２７億５，７２６万円

１９億９，４３０万円

１１億５，４１１万円

２億５，８２１万円

９億５，２６４万円

補 正 額

３，９３０万円

▲８８８万円

８，８８４万円

３５０万円

７２２万円

４２０万円

▲３，８７０万円

会 計 名

一 般 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

幸田駅前土地区画整理事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

特

別

会

計

都市施設整備基金に
3億円積み立て

平成19年度 最終補正予算

各会計別３月補正予算額 （▲減）

着々と建設が進む須美工業団地

平成20年5月1日 ●7
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